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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヴァヌアツ、フィリピン、タイ、ミャンマーを研究対象地域として、これらの
地域の人々が呪術と科学をいかなる関係のもとに位置づけているのかを明らかにしようとした。その結果、呪術と科学
は、「呪術＝非科学」といった形で単純に相反する関係にあるものとして捉えられているわけでは必ずしもないこと、
むしろ重なる部分をもつものとして存在していると捉え得る場合もあることなどが明らかになった。また、当事者の人
々が呪術をリアリティのあるものとして受容してゆくプロセスにおいては、とりわけ感覚とマテリアリティ（物質性）
が重要な役割を果たしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The research explored the relationship of magic and science among the people of 
Myanmar, Thailand, the Philippines, and Vanuatu. According to the research results, magic and science 
were not merely opposing to or conflicting with each other, but sometimes overlapping or being connected. 
It was also clarified that the senses and materiality were playing vital role when the people of research 
areas accepted the reality of magic.

研究分野：文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の主題は呪術（magic）と科学
（science）の相互関係である。したがって、
本研究との関連で無視し得ない先行研究に
呪術をめぐる文化人類学的研究があるのは
言うまでもないが、ほかの分野、たとえば宗
教学・宗教史や科学哲学などの分野にも示唆
的な研究の蓄積がある。 
 
(1) 文化人類学 
文化人類学の分野では、1990 年代後半か
ら現在に至るまで、Ｈ．ムーアとＴ．サンダ
ーズによる論集 Magical Interpretations 
and Material Realities（Routledge、2001
年）のように、アフリカを主たる舞台として
呪術とモダニティの関係に焦点を当てた研
究が活発に行われてきた。しかし、モダニテ
ィとの関連で取り上げられてきたのはグロ
ーバル資本主義、ネオリベラリズム、国民国
家をめぐる動向などであり、モダニティとの
関わりが深い科学に目が向けられることは
少なかった。必然的に呪術と科学の関係に関
する検討もほとんど行われてこなかった。ま
た、人々の間で呪術的事象がリアリティのあ
るものとして受容されてゆく微視的なプロ
セスについても、十分に検討の対象とされて
はこなかった。本研究は、近年の文化人類学
的呪術研究で取り上げられることの少なか
った以上の諸課題に本格的に取り組もうと
したものである。加えて、アフリカとは異な
る東南アジアやオセアニアを研究対象地域
とすることで、アフリカを舞台に蓄積されて
きた従来の学術的知見を相対化することも
念頭に置いていた。 
 
(2) 宗教学・宗教史 
 宗教学・宗教史の分野では、とりわけ日本
を対象とした一連の研究のなかに本研究と
の関連でみるべきものがある。なかでも、呪
術と科学の交錯する地点に立ち現れる疑似
科学やオカルト科学を対象とした一柳廣孝
の『＜こっくりさん＞と＜千里眼＞』（講談
社、1994 年）や、『催眠術の日本近代』（青
弓社、1997 年）などの研究は、本研究にと
って比較検討の対象となり得る事例を取り
上げている点で示唆に富む。ただしその反面、
それら疑似科学などに関わる超自然的・オカ
ルト的事象の個別具体的な受容プロセスに
ついては、必ずしも掘り下げて明らかにされ
てはいない。本研究はこの点に関する解明作
業を、上の一連の研究で対象とされていない
東南アジアやオセアニアを対象として行お
うとした点で、ユニークなものと位置づける
ことができる。 
 
(3) 科学哲学 
 科学哲学の分野では、Ｋ．ポパー以降、こ
の分野の主要な研究テーマの一つなってき
た 科 学 と 疑 似 科 学 の 差 異 の 問 題
（demarcation problem）を論じた研究を見

落とすことができない。とくに近年では伊勢
田哲治の『疑似科学と科学の哲学』（名古屋
大学出版会、2003 年）をはじめとして、理
論的に深化した研究が内外でおおやけにさ
れており、呪術と科学の関係を捉えるための
理論的枠組を準備するうえで重要な手がか
りを与えてくれる。しかし、これらの研究に
おける議論は、往々にして個別具体的な社会
的コンテクストから離れた一般論的・抽象的
な次元で展開されており、特定の地域の人々
を対象とし、彼ら彼女らの間における呪術的
事象の受容プロセスに焦点を当てることで、
個別具体的な次元から呪術と科学の関係を
明らかにしようとした本研究とは着目する
次元が異なっている。 
 
２．研究の目的 
東南アジアやオセアニアの人々は呪術と
科学をいかなる関係のもとに位置づけてい
るのか。この問いに対する答えを探ることが
本研究の目的であった。ただし、呪術と科学
の関係をめぐる人々の認識は帰属する集団
や個人などに応じて多様であり、同じ個人に
おいてさえ状況によって異なる場合が想定
される。このため、上の問いに一般論的・抽
象的な次元で答えを提示しようとすること
は適切ではない。そこで本研究では、人々が
呪術的事象（ないしは超自然的・オカルト的
事象）をリアリティのあるものとして受容し
てゆく（あるいは受容しない）個々の具体的
なプロセスに着目し、それを実証的に解明し
ながら、このプロセスに科学的な知識や実践
がいかなる形で関与しているのかを明らか
にしようとした。こうした作業を通じて、個
別具体的な次元から上述の問いに迫ること
を試みた。 
 
３．研究の方法 
(1) 海外調査 
 本研究のメンバーは、研究代表者の白川千
尋と、研究分担者の飯國有佳子、飯田淳子、
川田牧人、津村文彦の計 5名である。メンバ
ーは 3年間（平成 25～27年度）の研究期間
中に、各自の研究対象地域で本研究の目的を
達成するために不可欠な情報の収集を行っ
た。各メンバーの研究対象地域は、ヴァヌア
ツのポートヴィラ（白川）、フィリピンのビ
サヤ地方（川田）、タイのコンケーン県（津
村）とチェンマイ県（飯田）、ミャンマーの
ヤンゴンとマンダレーおよびその周辺（飯
國）である。 
各メンバーはこれらの地域で調査を行う
際に、主に次に挙げるような呪術的事象の事
例を具体的な対象とした。すなわち、意図す
る相手に厄災をもたらす邪術（白川）、精霊
観に基づく認識と語り（川田）、超自然的手
法を用いたマッサージをはじめとする身体
的実践（飯田）、ヘビ毒咬傷や帯状疱疹など
に対する治療実践（飯田、津村）、霊媒や超
能力者による治療実践（飯國）である。そし



て、当事者の人々がこれらの事象をリアリテ
ィのあるものとして受容してゆく（あるいは
受容しない）微視的プロセスを実証的に解明
しようとした。その際にはとくに、①「言語
による理解」と「感覚や行為による受容」の
相互関係、②プロセスの進行する場・空間と
そこで使われる物・物質の果たす役割、③当
事者間に一定の認識が共有されてゆく社会
的過程とそこにおける各当事者の果たす役
割の３点に注目するとともに、上述のプロセ
スに科学的知識や実践がいかなる形で関与
したり、参照・動員されたりしているのかを
把握しようとした。 
 
(2) 研究会 
 各メンバーが海外調査で得た情報やその
中間的な分析・検討結果は、メンバー全員が
参加した研究会において個々のメンバーの
研究発表としておおやけにされ、討論の対象
となった。この発表と討論を通じて、メンバ
ー間での情報共有がなされるとともに、各自
の知見の共通点や相違点などが明らかにな
った。なお、研究会は研究期間中に計 5回実
施した（初年度 2回、次年度 1回、最終年度
2回）。 
 
４．研究成果 
(1) 重なり合う呪術と科学 
呪術と科学の相互関係について考えるう
えで無視できないのが、前者を後者の否定形、
すなわち迷信のような非科学的存在と位置
づけ、両者を相反する関係にあるものとして
捉える見方である。この一般にも広く流布し
た見方によれば、呪術は科学の発展とともに
廃れてゆくものとみなされる。しかしながら、
本研究の結果、少なくとも研究対象地域の
人々の間では、以上のような見方にそぐわな
い事態がみられることがわかった。 
そうした事態の一つに、当事者の人々の間
で呪術のリアリティや実在性などが説明さ
れる際、裏付けとして科学が参照・動員され
るということがある。たとえば科学的視点を
称揚する一部のキリスト教派の信徒や教育
エリートの間には、「邪術によって引き起こ
された病気の発症過程は科学的な観点から
も説明され得る、ゆえに邪術は実在する」と
いう認識がみられる（ヴァヌアツの例など）。
また、近代医療の従事者や伝統医療の治療者
などのなかには、治療をはじめとしたさまざ
まな呪術的実践の効果や呪術的現象のリア
リティを、科学的観点から根拠付けようとす
る者も珍しくない（タイ、ミャンマーの例な
ど）。以上の一連の例では、呪術と科学は単
純に相反するものと位置づけられているわ
けではない。当事者の視点からはやや離れて
しまうが、強いて言えば両者は重なる部分を
もつものとして存在しているとも言える。 
 このように重なる部分をもつがゆえに、呪
術的事象が科学的観点から説明されたり、根
拠付けられたりして科学的事象へと読み替

えられてゆく（呪術的色彩を脱色されてゆ
く）とともに、呪術の領域は縮小してゆくも
のと想定することができるかもしれない。実
際、本研究の対象地域でもそれに類似した例
が認められた。しかしその一方で、たとえば
ヴァヌアツの場合のように、呪術的事象が科
学的事象へと読み替えられることなく、それ
として捉えられ続けているという例もみら
れたことはきわめて興味深い。 
 
(2) 科学を超越した存在としての呪術 
 他方で、本研究のほとんどの対象地域では、
呪術を科学と重なる部分をもつものとして
捉える見方だけでなく、科学を超越した存在
として位置づける見方もみいだすことがで
きた。この見方は、呪術を科学にあらざるも
のとみなしている点で、４．(1)の冒頭で触れ
た呪術を非科学的存在と捉える見方に一脈
通じるところもある。しかし、呪術を迷信の
ようなものとして否定的・消極的に捉えるの
ではなく、ある種の神秘性や超自然性、宗教
性を帯びたものとして肯定的・積極的に位置
づけようとしている点で、そうした見方とは
質を異にしている。 
また、科学を超越した存在として呪術を捉
える見方においては、科学には一定の限界が
あるとされ、ゆえに呪術はそれによっては解
明し尽くすことのできないものとみなされ
ている。このため、前出の「呪術＝非科学的
存在」という見方の場合のように、呪術は科
学の発展とともに廃れてゆくものとは認識
されていない。この点も、科学に対する呪術
の超越性を強調する見方の特徴と言える。 
 
(3) 感覚、マテリアリティ 
 それでは、以上のように科学を超越したも
のとして呪術を捉える見方が形づくられる
に至った基盤には、何があるのだろうか。本
研究を通じて確認することができたのは、感
覚とマテリアリティ（物質性）の重要性であ
る。 
当事者の人々が呪術のリアリティを受容
してゆくプロセスにおいては、たとえば「そ
んなことは通常は起きないと理解している、
それでも現実に起きていると感じてしまう」
という例に端的に現れているように、論理的
に言語化された知的理解（科学を含む）だけ
では捉え切れない種類の感覚的経験が、きわ
めて重要な役割を果たしている。そのことが
本研究のいずれの対象地域の事例からも浮
き彫りになった。なお、ここで言う感覚的経
験には、視覚はもとより触覚や聴覚といった
ほかの感覚による経験も含まれており、それ
らの感覚が単独で関わっている場合も複合
的に関わっている場合もある。 
 また、そうした感覚的経験はある種のマテ
リアリティに裏打ちされてもいる。たとえば
霊などの超自然的存在や邪術を病因とする
病気に対して呪術的治療が施される場合、
往々にして病因が具体的な物質として可視



化されたり、感知されたりする。そうした物
質のもつマテリアリティは、「そんなことは
通常は起きないと理解している、それでも現
実に起きていると感じてしまう」といった形
による呪術的事象の受容プロセスにおいて、
感覚的経験が構築される際に不可欠な基盤
をなしている。 
 他方で、呪術的事象の受容プロセスとの関
連で感覚的経験を理解する際には、それが複
数の人々に共有されたものであることにも
留意する必要がある。たとえば呪術的治療の
効果は、往々にして治療者と患者の間で特定
の感覚が共有されることを通じて確認され
てゆく。したがって、それがリアリティのあ
るものとして患者に受容されるうえでは、患
者単独の感覚的経験だけでは十分ではない。
患者の感覚が治療者や周辺にいる人々にも
同じようなものとして感知されることでは
じめて、治療の効果はそれとして受容されて
ゆくのである。 
なお、こうした感覚的経験のなかには、誰
もが簡単に経験できるものばかりではなく、
ある種の学習のプロセスを経ないと感得で
きないものもある。つまり、適切な見方や感
じ方を習得していないと、あるものをそれと
して見たり、感知したりすることができない
ような種類の感覚的経験があるわけだ。呪術
的事象と関連する感覚的経験のこうした側
面については、目下、収集した情報の分析・
検討にあたっている段階である。同じくその
途上にあるほかの一連の課題と併せて、一定
の見通しを得ることができ次第、本研究の成
果として随時おおやけにしてゆく予定であ
る。 
 
(4) 成果の公開 
 研究期間終了直後であるため、本研究の成
果公開については未だ諸についたばかりで
ある。とは言え、成果の一部は、以下に挙げ
るように、すでにいくつかの場においてまと
まった形でおおやけにしてきた。 
①京都人類学研究会シンポジウム「呪術的実
践＝知の現代的諸相－科学／医療／宗教／
その他の実践＝知との並存状況から」、2014
年 7 月 12 日、京都大学人文科学研究所（京
都市）。 
②日本文化人類学会中国・四国地区研究懇談
会シンポジウム「かかわりあう呪術と科学－
東南アジア・オセアニア地域から」、2015年
6 月 20 日、サテライトキャンパスひろしま
（広島市）。 
③ The International Union of 
Anthropological and Ethnological Sciences 
Inter Congress 2016, Panel, “Magic in 
Contemporary Settings of Knowledge, 
Practice, and the Senses: Interrelations 
with Science and Religion”, May 7, 2016,  
Hotel Duvrovnik Palace, Duvrovnik, 
Croatia. 
以上の 3件のシンポジウムや国際学会パネ

ルはいずれも本研究のメンバーが中心とな
って組織したものであり、①にはメンバーの
飯田、川田、津村の 3名、②には飯田、川田、
白川の 3名、③には 5人のメンバー全員が発
表者として参加している。また、①の 3名の
発表はその後論文として、学術誌『Contact 
Zone（コンタクト・ゾーン）』（7 号、2015
年）に掲載されている。 
 
５．主な発表論文等 
〔雑誌論文〕（計 20件） 
①川田牧人、グローカルな＜生＞を記述する
ことば、グローカル研究叢書－社会接触のグ
ローカル研究、5:15-30、2016、査読無。 
②飯國有佳子、功徳の還流が生み出すもの－
パゴダ建立における超自然的存在と社会的
紐帯、CIAS Discussion Paper、46:43-50、
2015、査読無。 
③ Iikuni, Yukako, Showing Respect and 
Bowing Down to Nats: Spirit Worship and 
Gender in a Village of Upper Burma. The 
Journal of Sophia Asian Studies, 32:57-77, 
2015, 査読有. 
④飯田淳子、呪術の効果と感覚的経験－北タ
イの農村・学校・病院における語りと実践、
Contact Zone（コンタクト・ゾーン）、
7:192-210、2015、査読有。 
⑤川田牧人、序論：呪術的諸実践＝知の現代
的位相－科学／医療／宗教／その他の実践
＝知との並存状況から、Contact Zone（コン
タクト・ゾーン）、7:159-166、2015、査読有。 
⑥川田牧人、落語のようで、民族誌のようで
－夢とうつつの間のフィールドワーク考、床
呂郁哉編、人はなぜフィールドワークに行く
のか、東京外国語大学出版会、pp.154-171、
2015、査読無。 
⑦津村文彦、注射と吹きかけ－東北タイにお
ける注射医と呪医の治療効果をめぐって、
Contact Zone（コンタクト・ゾーン）、
7:167-191、2015、査読有。 
⑧Iikuni, Yukako, National Control and the 
Public Space for Spirit Worship in Burmese 
World. MINPAKU Anthropology 
Newsletter, 38:6-8, 2014, 査読無. 
⑨飯田淳子、北部タイ農村地域における医療
をめぐる複ゲーム状況、杉島敬志編、複ゲー
ム状況の人類学－東南アジアにおける構想
と実践、風響社、pp.91-116、2014、査読無。 
⑩ Iida, Junko, The Efficacy of Thai 
Massage for Urban Middle Class in 
Contemporary Thailand: Discourse, Body 
Technique, and Ritualized Process. Senri 
Ethnological Reports, 120:121-139, 2014, 
査読無. 
 
〔学会発表〕（計 30件） 
① Iikuni, Yukako, Where Western and 
Indigenous Sciences Integrate: A Case 
Study of the Healing Practice in Myanmar. 
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